

























齢が 25歳の人の場合、短大・高専の卒業年は 2007年、大学卒業は 2009年となる。初
職における正規雇用者の割合は、調査時点で 43歳の人が大学を卒業した 1991年まで
80%台を保っているが、40歳の人が大学を卒業した 1994年を境にして 70%台へ推移




























短大卒であれば 1998年から 2002年、大卒であれば 2000年から 2004年に卒業したと推
測される人びとである。この世代は、小学校時代にバブル景気を過ごし、不況のなかで就













































































































































　将来の生活への見通しについてたずねた結果が、図Ⅱ－ 5－ 13である。ここでも約 4
割の人が、「現在の生活レベルは維持できる」と回答しており、「今よりもっと豊かな生活
ができる」と考えている人とあわせると、6割以上の人が将来の生活に対しても肯定的な
予測をしていると考えられるだろう。
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図Ⅱ－ 5－ 13　将来展望（n=1070）
おわりに
　本章では、社会経済状況が女性のキャリアにどのように関係しているのかを、正規雇用
率の減少という雇用形態の変化なかから捉えてみた。初職に占める正規雇用の割合は、大
卒であればバブル崩壊後の 1993年に卒業したと推定される 41歳を区切りに減少し、不
安定なものとなっている。また、それに替わって初職における非正規雇用者が増えている
ことも明らかとなった。
　学校を卒業する時期に就職氷河期を経験している「氷河期世代」と、それ以前の「氷河
期前世代」を比べてみると、学卒時に思い描いていたライフコースには大きな違いがある
ことがわかった。そこからは、専業主婦になることへ重きを置くものから、自分の環境に
応じて、より長期的に就労を継続したいという女性の意識の変化が察せられた。
　この意識の変化と社会経済状況の変化の関連については、今回の分析からは明確に示す
ことはできなかった。今後、自由記述の分析をすすめることで解明を試みたい。
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